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に お け る急性 白血 病 の 治療成 績 の 向上 の 年代 的 因

子 と同種造 血幹細胞 移植効果 に関す る検討

当院 で 治療 した 再 発白血 病 ・リ ン パ 腫 77 例 の 臨床経過
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ー　種瘍科

2）

【目 的】急 性 リ ン パ 性 白血 病 ALL と急 性 骨 髄性 白血病 AML

の 生 存率 に お け る年 代効 果 と同種 造血 幹細 胞移 植効 果 を後 方

視的に検討する．
【方法】対 象 ：神奈 川県 立 こ ど も医療 セ ン タ

ー
を 1970 年 か ら

2004年迄 に 受診 し，1年以 上 経過観察 し た ALL と AML の

患 者 475 名．エ ン ドポ イ ン ト ：5 年 生 存 率．予後 因子 ：年 代

区分は，初診年毎に 1970 年か ら 1976 年（年代 A ），エ977 年か

ら 1983年 （年 代 B），1984年 か ら 1990年 （年 代 C），
．
1991年

か ら 1997 年（年代 D ），1998 年以 降（年代 E）の 5 群 に 分けた．
同種 造 血幹 細胞 移植 の 有 無 を層別 化 因子 と した．統 計手 法 1

主 に Kaplan −Meier 法 に よ る 生 存率 の 比 較 と比 例 ハ ザ
ー

ドモ

デ ル
・ロ ジス テ ィ ッ クモ デ ル に よる 多変 量解析 を行 っ た，

【結 果 】ALL301 例 の 5 年 生 存 率 は，年 代 A （N ＝44）15．9 ±

11．4％，年 代 B （N ＝51）47，1± 14．0％，年 代 C （N ≡72）71．6±

lO．S°1．，年 代 D （N ；64＞69，8 ± 11．6％ ，年 代 E （N −7Q）89，0 ± 7．8％
で，年代 A に 対 す る Odds 比 は，年代 B ；0．468，年代 C ：0．212，
年 代 D 　O．244，年 代 EO ．085 （何 れ も p〈0，003）で あ る，　 AML

160 例 の 5 年生存 率 は，年 代 A （N ＝48）0 ± 0％ ，年 代 B （N ＝27）
18．6± 16．0％，年 代 C （N＝28）37．8 ± 18．6％，年 代 D （N ＝24）58．3
± 20．4％，年 代 E （N ＝33＞76．0± 16．0％ で，年 代 A に 対 す る

Odds 比 は，年 代 B ：0．377，年 代 C ：0．187，年 代 DO ．II4，年代 E

O．067（何 れ も p〈 0、001）で あ る．ALL に 対 す る AML の Odds

比 は ； 1991年 以 前 は，2，835（p〈 0．001）で あ っ た が，1991 年

以 降有 意 な危 険率 の 差 を生 じな くな っ た，同 種 移 植 率 は．
1983 年 以 降，徐 々 に 増 加 し，1998 年 以 降，ALL で 34．3％，
AML で 455 ％ で あ る．　ALL で の 同種移 植 例 の 非移 植 例 に 対

す る Odds比 は，1991 年以降 に 限 る と 2．888 （p≡O．004）で あ り，
単純 に 同種 効果 を反 映 しない が，血縁 ドナ

ーが い れ ば 同種

骨 髄移 植 を行 っ た ANLL91 を適 用 した 1991 年 か ら 1gg8 年

の AML で み る と，同 種 移 植 例 60± 30．7％，非 移植 例 50．0±

24．8％ と 同種移 植優 位 の 傾 向 が あ る．1984 年 か ら 1997 年 の

AML 死 亡 例 で み る と，移 植 例 の 非 移植 例 に対 す る Odds 比

が  ．318 （P＝0．025＞で あ っ た．

【考察】1984 年以降の ALL ，1991 年以 降の AML の生 存率向

上 は，多施設 共 同研究 プ ロ トコ ール の 導入 成 果 と考 え られ る．

移植例 が ハ イ リ ス ク に 限 ら れ，再 発 と移 植合 併 症 死 の 増 大が

あ るた め，非 移植 例 を単純 に比較 す る よ うな解 析 方法 で は．
同 種 効 果 を 説 明 で き な い が，AML で は，同 種 移 植 効果 が 成

績 の 向上 の プ ロ 七 ス で あ るこ と が うか が える．

【は じ め に 】非 血 縁 骨髄移 植 や臍 帯血 移植 な ど、非血縁 ドナ
ー

か らの 幹 細胞移 植が 可能 と な り、化 学療 法抵抗 性 の 造血 器腫

瘍に 対する 治療の 選択肢が 拡大する
一
方で、再発白血病の な

か に は、移植 を行 わ ず に 長期生 存が 期待 で きる
一

群 が ある こ

と も明 らか に な っ て きた。当院で 治療を行っ た再発白血 病
・

リ ン パ 腫 77 例 の 臨 床経過、治療 成績 に つ い て 報 告 す る 。

【対象】1987 年 7 月
〜2005 年 6 月まで の 18年 間に、当 院で

診 断 ・治 療 され た 小 児 白血 病 ・リ ン パ 腫 再 発例 77 例。初 発

時 よ り当 院で 治療 を受けて い た症 例 が 36 例、再発 後 に 当 院

に 治療 も し くは 移植 を 目的 に 紹介 され た 症例 が 41 例。診 断

は ALL 　50 例 、　 AML （MDS 　ove 貢 1eukemia　2 例 を含 む ）17 例、
分類 不能 型 （未 分化 型 また は biphenotypic）急性 白血 病 5 例、
悪 性 リ ン パ 腫 5 例。

【結 果 】1．ALL は 50例 中、26名 が死 亡、24例が 生 存 中 （化

学 療法中 の 2 例 と 移 植 後 1 年未 満 の 2 例 を含 む ）二AML は

9 例 が 死 亡 し、8例 が 生 存 中 （1 例 は再 発 移 植後、再 々 発 し

な が ら生 存）。分 類不 能 白血 病 は 2 例 が 死 亡 し、3 例 が 生 存。
悪 性 リ ン パ 種 は 再 発 5 例 中 4 例 が 死 亡 し、1 例 が 生 存 中。2．
診 断 か ら再 発 まで の期 間 は、死 亡 例 で は 1 〜50 か 月 （中央

値 15 か 月）、生 存 例 で は 7 〜65 か 月 （中 央値 30か 月）。3．
移 植 後再 発 症 例 は 19 例 で、再 移 植 を 行 っ た 15 例 中 5 例 が

生 存 中 （4 例 は 全 身型 の 慢性 GVHD を発 症 しなが ら長期 生

存中、1 例 は 移植 後 3 か 月、IH 度 の 急性 GVHD を発 症）、10

例 は 原病 も しくは臓 器合 併症 で 死亡 した。移植 を行 わ なか っ

た 4 例 の うち 3 例 は 再 寛解導入不 能で 原病に よ り死 亡 。 1 例

は再発、自家移植 後の 晩 期再 々 発 で 、現 在 維持 療法 中、4 年

半rg　4 寛解を維持 して い る。4再 発後の 治療は、1991 年以前

は同種 移 植 を行 えずに 死 亡 して い た が、1992年 以 降 は 半 数

が 非血 縁 ドナ
ー

か らの 骨髄 ・臍 帯血 移植 を受 け て い る 。 5．再
発 後移植 を行 わずに 生存 中 の 症例 は 7例。2 例 は再発 後 半年

以 内で 、現在化 学療 法 中。他 の 5 例 は 診断 後 18 か 月 以 降 か つ 、
治療 終 了後 の 晩期再 発 で、化学 療法 （＋ 放射線 照射 ） で 2 年

9 か 月〜9 年 9 か 月寛解 を 維持 し て い る。

【ま とめ 】再発造血 器腫 瘍の 予 後は 同種移 植 を行 え る よ
．
うに

な り改 善 した 。 今後 は移 植 を行 わ ず と も治癒 の 期 待 で き る 症

例 に つ い て 、晩期 障害 の 少 な い 治療 法 を選択 す る こ とが 望 ま

れ る 。
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